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チャレンジスクール学習会
　東公民館の少年事業「チャレンジ
スクール」の学習会として「カヌー

＆SUP体 験 」「 藻
琴山登山体験」を
実施しました。
　「カヌー＆SUP体験」では、水面に鏡のように映る青空や風景を見るこ
とができ、トビやタンチョウなどの野鳥も観察することができました。
　「藻琴山登山体験」では、紅葉交じりの景色の中、落ち葉を拾ったり屈
斜路湖を眺めたりしながら登山を楽しむことができました。
　山頂では疲れたと言いながらも笑顔でお弁当を食べていました。

　敬老の日を記念し、毎年、百歳になられる方々に内
閣総理大臣から祝状と記念品が贈られます。
　本町では、早瀬ミヤさん（別海）、坂本静子さん

（別海）、菊地澄さん（別海）、酒井清一さん（別海）、
杉永ミノルさん（別海）、藤原イチ子さん（西春別駅
前）、 沼ツヱさん（尾岱沼）、永洞ふみをさん（走古
丹）の８名の方へ北海道根室振興局から新型コロナウ
イルス感染予防のため、郵送により伝達されました。
百歳をお迎えの由、心からお祝い申し上げます。

※承諾された方のみ氏名を掲載しています。

北方領土・洋上慰霊が行われました
保護犬用犬舎の寄贈

敬老の日記念事業
内閣総理大臣百歳祝状

7/21、8/5

おめでとう

　千島歯舞諸島居住者連盟別海町支部
（臼田 誠治 支部長）が、日露中間ライ

ン手前の洋上で追悼式を行う「北方領土・ 洋上慰霊」
を執り行いました。
　この事業は、新型コロナウイルス感染症の影響によ
り、北方領土での墓参事業が2年連続で中止となった
ことから、元島民の気持ちを酌み、独自で企画された
ものです。当日は、副町長と臼田支部長をはじめとし
た会員等、計19名が尾岱沼観光船乗り場から出航し、
国後島ケラムイ崎を望みながら、追悼式が執り行わ
れ、先祖を悼むとともに北方領土返還要求運動邁進へ
の誓いを新たにしました。

　北海道動物愛護推進員 吉原由紀子さ
ん他、多くの方の寄付金で購入した、２

基の保護犬用犬舎が寄贈されました。有効に活用させ
ていただきます。ご協力くださった皆さん、ありがと
うございました。
　本町では、昨年度35頭の野犬等の捕獲や保護を行
いました。野犬を増やさないためにも、犬を飼われて
いる方は、不妊・去勢手術の実施や確実な係留等、適
正な飼養にご協力ください。

10/9

9/24

※承諾された方のみ氏名を掲載しています。

　町内在住で90歳を迎える方を祝う「別海町長寿
賞」が新濱昭夫さん（昭和６年９月７日・尾岱沼）、
小林千惠さん（昭和６年９月18日・ 別海）、大竹ア
イ子さん（昭和６年９月26日・ 上風連）、長尾和美
さん（昭和６年９月28日・ 本別）に贈られました。
※�新型コロナウイルス感染予防のため、当分の間、写真撮影は
取りやめています。

9/25・10/3
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　町内に住む３歳児でむし歯のないお子さんを表彰する「いい歯の子表彰式」
は、新型コロナウイルス感染症予防のため、表彰式を中止し、記念品の贈呈の
み行いました。

　今回は７月と９月に３歳児健診を受けた子の中から47名のお子さんが表彰されました。

第43回
いい歯の子表彰

　別海町交通安全協会別海分
会が、地域の交通安全意識を

高めるために、ドライバーに対して旗波運動
を行いました。

10/6

ホッキが寄贈されました

書籍の寄贈

交通安全街頭啓発の実施

　野付漁業協同組合（楠浩 代表理事組合長）か
ら「ホッキ」86キログラムの寄贈がありました。

　１センチ程度にカットされたホッキを、カレーの材料として
給食に活用させていただきました。
　ホッキカレー給食で、
町長、教育長と上西春
別中学校１年生の皆さ
んの参加によるオンラ
イン給食を開催し、質
問や感想を言い合いな
がら楽しい時間となり
ました。

　全匙プロジェクト（浅野達彦 代表）
と株式会社mosir・ 小林牧場（小林晴香 

代表）から「農業や酪農を知るきっかけづくりとなる
ように」との思いから、町内小中学校へ漫画『銀の匙
(全15巻)』『百姓貴族（１巻から６巻）』が寄贈され
ました。
　各学校において有効に活用させていただきます。

9/30

【
い
い
歯
の
子
た
ち
】

9/22・10/5

奥行臼散策デー

　奥行地区の交通歴史遺産を巡る、奥行
臼散策デーが開催されました。

　新型コロナウイルスの感染対策を行った上で、別海
音頭や引き馬体験、トロッコ体験、奥行地区文化財見
どころツアーなどさまざまな催しがあり、町の開拓の
変遷をたどりました。

10/10


